
可
観
小
混
血
也
四
十
六

や
奴
縛
も
限
越
し
、
悶
畑
も
少
宛
他
家
へ
賓
て
、
今
に
至
て
は
僅
三
石

計
り
持
ぬ
。
妻
死
し
て
以
来
、
三
人
の
子
供
前
後
陀
附
ま
と
ひ
、
し

た
弘
行
〈
有
様
を
見
る
人
感
涙
を
催
し
ね
。
母
に
孝
養
す
れ
ば
見
輩

に
せ
め
ら
る
。
長
五
郎
は
不
v
厭
v
之
、
日
夜
渡
世
を
替
け
り
。
老
母
府

中
の
高
安
寺
へ
諸
づ
る
時
は
、
道
す
が
ら
心
を
慰
め
け
り
。
母
常
に

酒
を
好
む
。
長
五
郎
作
業
の
蹄
路
に
は
先
づ
好
酒
を
求
得
て
、
聾
夜

と
た
〈
母
へ
奉
る
。
然
る
に
段
々
衰
微
し
、
耕
馬
一
疋
に
母
子
孫
五

人
の
生
業
た
れ
ば
、
片
時
も
無
怠
、
一
日
は
山
陀
入
り
薪
を
求
め
二

日
は
馬
に
駄
し
て
問
。
谷
越
を
限
り
に
貫
之
。
風
雨
の
烈
き
霜
零
の

患
を
も
柳
普
と
も
せ
歩
、
共
身
及
子
供
は
苧
・
犬
根
を
糧
と
し
、
母

に
は
萎
と
米
と
を
調
へ
て
心
安
〈
養
ひ
け
り
。
母
常
に
浴
を
好
む

故
、
作
業
の
飾
り
に
は
枯
茅
・
落
葉
を
拾

τ
馬
に
付
蹄
り
、
湯
を
わ

か
し
つ
L
母
を
慰
め
け
り
。
夏
と
て
も
蚊
帳
怠
け
れ
ば
、
旭
中
に
草
を

集
め
畑
を
以
て
蚊
を
梯
弘
、
各
は
己
れ
が
単
の
物
を
股
て
母
の
寒
を

防
ぎ
ぬ
。
凡
如
此
事
ど
も
三
十
儀
年
に
及
ぬ
。
此
孝
行
人
々
聞
僻
へ

見
覚
え
、
い
っ
と
も
怠
〈
近
郷
へ
流
布
し
、
隣
村
の
百
姓
と
本
村
の

年
寄
共
と
申
談
じ
、
数
十
年
長
五
郎
が
聾
夜
の
孝
行
を
書
記
し
ぬ
。

村
中
打
寄
て
好
酒
一
駄
を
買
調
へ
、
長
五
郎
が
母
へ
脂
り
ぬ
。
人
々

十
八
歳
・
長
五
郎
五
十
一
歳
・
見
三
人
十
四
議
・
九
歳
・
六
歳
也
。

一
、
本
国
新
兵
衛
棄
の
不
義

蛍
・
春
月
光
夫
人
鋒
御
用
人
本
田
東
市
正
嫡
子
新
兵
衛
諸
説
飽
喪
事
、

新
兵
衛
賢
弟
向
井
宇
七
と
致
密
遇
、
令
出
奔
行
街
不
相
知
候
。
此
外

男
問
中
主
膳
よ
り
、
右
娘
は
新
兵
衛
致
離
別
候
に
付
、
手
前
方
陀
指

置
申
旨
、
御
断
申
上
候
に
付
其
分
陀
て
事
糖
、
市
正
以
下
其
分
陀
侯

廃
、
営
六
月
廿
三
日
左
の
遇
被
仰
渡
候
。

市

正

嫡
子
新
兵
衛
婆
出
奔
の
風
聞
に
付
御
専
の
品
有
之
候
底
、
賞
三
月
廿

三
日
出
奔
所
々
相
尋
候
内
、
届
及
延
引
候
由
に
候
。
等
候
程
も
可
有

之
儀
、
新
兵
衛
弟
b
T
七
も
出
奔
仕
り
、
世
上
の
風
間
不
宜
候
ヘ
ぽ
、

努
以
て
打
捨
置
問
敷
事
に
候
問
、
早
速
出
奔
の
居
申
建
、
新
兵
衛
等

に
も
出
申
度
由
可
相
願
筈
の
属
、
無
共
儀
、
只
今
迄
屈
も
不
仕
候
は
、

出
奔
侯
て
も
其
分
に
致
し
可
置
仕
形
に
付
、
其
方
も
新
兵
衛
所
存
に

任
せ
侯
段
不
均
に
候
。
依
之
御
役
被
召
放
閉
門
被
仰
付
者
也
。

中
之
迫
放
軍
丸
御
・
2
m飽
き
霊
wgw組
本
岡
新
兵
衛

右
於
評
定
所
松
波
筑
後
守
・
石
河
土
佐
守
・
稲
垣
清
左
衛
門
立
合
、
筑

後
守
申
渡
候
。

本

田

可
観
小
説
器
四
十
六
・
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此
趣
を
組
頭
へ
申
け
れ
ば
、
組
頭
よ
り
名
主
川
崎
平
競
へ
停
け
り
。

平
減
聞
届
け
長
五
郎
を
招
て
、
数
年
老
母
へ
の
孝
行
、
共
品
々
一
々
哨

し
候
様
に
と
申
け
れ
ば
、
拙
者
が
身
に
は
一
一
切
何
の
売
も
無
御
座
候

と
申
候
。
平
織
よ
り
御
代
官
の
手
代
伊
藤
宇
兵
衛
へ
寄
付
を
以
て
告

知
す
。
夫
よ
り
宇
兵
衛
も
安
左
衛
門
へ
建
之
候
。
今
年
正
月
十
六
日

長
五
郎
を
召
し
御
専
の
上
、
蛍
座
の
褒
美
と
し
て
米
一
沓
を
安
・
左
街

門
よ
り
興
v
之
。
武
議
野
新
聞
の
支
配
川
崎
平
左
衛
門
よ
り
、
金
子
一

雨
に
脱
俄
と
し
て
赤
飯
を
贈
ら
る
。
箇
様
の
事
共
上
へ
相
越
し
、
蛍

四
月
寺
枇
奉
行
所
に
て
、
大
岡
越
前
を
以
て
白
銀
二
十
枚
被
下
世
集
。

其
後
四
月
二
十
二
日
岡
地
七
段
、
永
・
代
作
取
に
可
仕
凶
闘
に

τ被
下
之

候
。
川
崎
平
左
衛
門
所
持
岡
地
の
内
米
二
省
分
、
長
五
郎
へ
被
譲
候
。

且
叉
岡
地
養
料
と
し
て
米
六
石
、
公
儀
よ
り
被
潟
下
候
。
長
五
郎
孝

心
正
直
無
比
類
が
故
、
母
子
共
天
命
に
叶
ひ
右
の
趣
也
。
母
年
八
十

八
歳
に
て
心
索
直
に
し
て
無
病
建
者
、
誠
に
目
出
度
行
末
た
り
と

て
、
諸
役
人
衆
よ
り
も
八
十
八
と
自
筆
の
札
を
所
望
あ
り
。
元
来
無

筆
者
に
付
俄
に
人
々
打
寄
、
一
日
一
夜
に
手
習
い
た
さ
せ
、
八
十
八

を
書
部
品
え
数
々
札
を
遁
け
り
。
此
事
都
下
の
諸
人
間
停
へ
米
札
を
望

み
、
長
五
郎
が
家
に
群
集
す
る
事
前
代
未
聞
と
云
9

辛
酉
の
年
母
八

-e.・ム
r
d

中

主

謄

本
間
新
兵
衛
妻
出
奔
候
風
聞
に
付
て
、
御
尊
の
品
も
有
之
候
所
、
賞

三
月
廿
三
日
出
奔
所
々
相
帯
候
内
、
届
及
延
引
候
由
に
候
。
専
候
程

も
可
有
之
儀
、
共
上
新
兵
衛
弟
b
T
七
も
出
奔
仕
り
、
世
上
の
風
間
も
不

宜
候
へ
ぽ
、
穿
以
て
打
捨
置
問
致
事
に
候
問
、
早
速
出
奔
の
由
申
建
、

新
兵
衛
専
に
も
出
申
度
由
可
相
願
筈
の
施
、
無
其
儀
、
只
今
迄
屈
も
不

仕
候
は
、
出
奔
候
て
も
共
分
に
致
可
世
仕
形
、
新
兵
衛
父
市
正
も
共

通
仕
置
候
に
付
、
雨
入
共
御
傍
め
被
仰
付
候
。
其
方
儀
娘
出
奔
の
儀

早
速
不
相
眉
段
不
埼
に
候
。
依
之
関
門
被
仰
付
者
也
。

右
の
内
陀
中
之
追
放
と
申
名
目
承
合
候
の
鹿
、
江
戸
・
京
・
大
坂
・
宇

奈
良
・
伏
見
・
堺
・
加
賀
・
仙
益

-F民
、
此
分
を
中
と
申
候
。
上
は
一

統
諸
大
名
の
按
下
の
分
不
残
、
下
と
申
は
江
戸
・
京
・
大
坂
・
奈
良
・

伏
見
・
堺
に
て
候
由
。
扱
本
間
市
正
母
は
川
村
随
軒
娘
に
て
候
臓
、

先
年
父
の
宅
へ
出
入
の
浪
人
と
致
密
逝
出
奔
い
た
し
候
。
其
外
に

も
泣
き
親
類
の
内
、
密
遁
事
陀
て
出
奔
の
者
有
之
、
家
法
不
正
の

皆
此
度
被
仰
出
皆
。

一
、
笠
翁
椅

西
丸
御
殿
預
り
岡

椅

机
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